
（出典：e-Stat 平成29年 全国の市町村別農業産出額（推計）
統計表より）

農業産出額【野菜のみ】

1位
2位
3位
4位
5位

6位
7位
8位
9位

10位

茨城県 鉾田市
愛知県 田原市
熊本県 八代市
愛知県 豊橋市
熊本県 熊本市

埼玉県 深谷市
茨城県 八千代市
千葉県 旭市
千葉県 銚子市
宮崎県 宮崎市

4,235
単位：1,000万円

3,396
2,684
2,617
2,396

2,144
2,122
1,964
1,928
1,846

農業就業人口の年齢構成（平成27年）

農業就業人口　210万人
平均年齢 66.4歳
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資料：「2015年農林業センサス」

30～39 40～49 50～59 60～69 70歳以上

50歳未満
25.1万人

（12.0％）

65歳以上
133.0万人
（63.5％）

▲全国の農業就業人口を表したグラフ。農業に携わる人の多くが、
60歳以上となっており、全体的に高齢化が進んでいます。また、若
手の農業者の全体に占める割合は小さくなっています。

　近年、農業従事者の高齢化、慢性的な担い手不足など農業を
めぐる状況は次第に厳しくなり、曲がり角を迎えようとしてい
ます。『農業王国』ともいえる深谷市でも同様です。
　こうした中、深谷の農業をこれまで以上に活性化させ、作業
負担を減らすことなどを目的とした取り組み『アグリテック』
の導入を進めています。今月は、現在の深谷の農業と今後、市
内団体と共同で進める新たな取り組み『アグリテック』とその
目的について特集します。

AgriTech（アグリテック）
農業を意味する『 agriculture（アグリカルチャ
ー）』と技術を意味する『 technology（テクノ
ロジー）』を組み合わせた造語で、これまでの
農業課題を最新の技術で解決する新しい技術分野。

『
深
谷
＝
野
菜
』

ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を

作
り
出
す
深
谷
の
農
業

　
全
国
的
に
有
名
な
ブ
ラ
ン
ド
野
菜

『
深
谷
ね
ぎ
』
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
野
菜
や
花
き
、畜
産
物
に
至
る
ま
で
、

深
谷
は
幅
広
く
全
国
に
向
け
て
出
荷
し

て
い
ま
す
。特
に
野
菜
に
注
目
す
る
と
、

農
業
産
出
額
は
全
国
約
１
７
０
０
市
区

町
村
の
中
で
６
位
と
全
国
で
も
有
数
の

野
菜
生
産
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
全
国
の
自
治
体
の
『
魅
力

度
』
や
『
認
知
度
』
な
ど
を
毎
年
調

査
し
て
い
る
『
地
域
ブ
ラ
ン
ド
調
査

２
０
１
８
』
に
よ
る
と
『
農
林
水
産
業

が
盛
ん
な
ま
ち
』
と
し
て
、
深
谷
市
は

県
内
で
は
ト
ッ
プ
、
全
国
で
は
32
位
と

上
位
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
、
農
業
は
、
深
谷
市
の
基
幹
と
な
る

産
業
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
深
谷
の

ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
形
作
っ
て
い
る

要
素
と
し
て
も
、
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
重
要
な
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

深
谷
の
農
業
を
支
え
る

『
技
術
』
と
『
経
験
』

　
深
谷
が
質
の
良
い
農
産
物
を
安
定
し

て
出
荷
し
、
全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
生
産
量
を
誇
る
の
は
、
市
内
農
家
の

皆
さ
ん
の
技
術
と
経
験
に
支
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
特
に
、
農
業
は
、
天
気
や
気
温
な
ど

自
然
を
相
手
に
す
る
仕
事
で
あ
る
か
ら

こ
そ
、
熟
練
し
た
技
術
や
長
年
の
経
験

が
求
め
ら
れ
て
き
ま
す
。
し
か
し
、
次

第
に
こ
れ
ま
で
の
農
業
を
維
持
す
る
こ

と
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

深
谷
も
抱
え
る『
農
業
課
題
』

　
平
成
27
年
に
実
施
さ
れ
た
国
の
調
査

で
は
、
農
業
に
携
わ
る
人
の
高
齢
化
が

進
み
、
調
査
時
点
で
の
全
体
の
平
均
年

齢
が
65
歳
を
超
え
、
そ
の
７
割
超
が
60

歳
以
上
に
な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
反
面
、

い
わ
ゆ
る
『
若
手
』
と
い
わ
れ
る
農
業

者
は
減
少
し
、
新
た
に
農
業
を
始
め
る

人
数
の
伸
び
は
鈍
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
同
じ
調
査
で
、
深
谷
の
農
業

就
業
人
口
は
、
65
・
２
歳
と
い
う
統
計

が
出
て
お
り
、
高
齢
化
や
人
手
不
足
と

い
っ
た
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
、
急
激
な
農
業
の
担
い
手
の
減
少

は
、
農
業
生
産
の
縮
小
、
耕
作
放
棄
地

の
増
加
、
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
地
域
で

積
み
重
ね
て
き
た
ベ
テ
ラ
ン
農
家
の
技

術
や
経
験
が
途
絶
え
て
し
ま
う
こ
と
に

も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

『
農
業
課
題
』
は

他
人
事
で
は
な
い
？

影
響
は
消
費
者
に
も
・
・

　「
自
分
は
農
業
を
や
っ
て
い
な
い
か

ら
、
農
業
の
人
手
不
足
な
ん
て
、
関
係

な
い
」
と
、
思
う
か
た
も
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
実
は
、
私
た
ち
の
生
活

に
深
く
関
わ
る
大
切
な
問
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
普
段
、
ス
ー
パ
ー
や
直
売
所
で
お
い

し
く
安
全
な
肉
や
野
菜
を
い
つ
で
も
買

う
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
多
く
の
生
産

者
が
、
常
に
安
定
し
た
品
質
の
商
品
を

供
給
し
続
け
て
い
る
か
ら
で
す
。
し
か

し
、
ベ
テ
ラ
ン
の
担
い
手
が
こ
の
ま
ま

減
り
続
け
る
と
農
産
物
の
品
質
が
不
安

定
に
な
っ
た
り
、
価
格
が
高
騰
し
た
り

す
る
だ
け
で
な
く
、
安
定
的
に
供
給
す

る
こ
と
す
ら
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
、
安
全
・

安
心
で
お
い
し
い
農
産
物
を
食
べ
る
た

め
に
は
、
人
手
不
足
や
経
験
不
足
と
い

っ
た
農
業
課
題
を
解
決
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

国
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
！

全
国
に
誇
る
深
谷
の
農
業

農
業
の
ま
ち
深
谷
も
ピ
ン
チ
？

近
頃
の
『
農
業
事
情
』

　農業の大切さについて、多くの人
が感じる『食』の分野だけでなく、
今後、美しい自然や豊かな畑、きれ
いな水・空気など、農業がもたらす
多面的な機能が評価される時代がや
ってくるのと考えています。全国に
誇れる財産、『深谷の農業』を全国
の消費者に伝えていきたいですね。

　農業課題の一例ですが、収穫作業
は限られた時期に済ませなければな
らず、人手がかかる作業です。
 また、作物によっては、日が昇る
前から作業が必要な上、機械化が進
んでいないものも多いので、大規模
農家ほど課題としているのではない
でしょうか。

ふかや農業協同組合
石
い し

澤
ざ わ

 清
き よ

治
は る

 代表理事組合長

埼玉岡部農業協同組合
今
い ま

井
い

 一
い ち

二
じ

 代表理事組合長

全国に誇る財産『深谷の農業』

人手のかかる『収穫』

今、変化する深谷の 農

農今、変化する
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（出典：農林水産省HP
　平成29年 埼玉県の市町村別農業産出額（推計）より）

平成29年
深谷市の農業産出額

4億9千万円

花き

（8.91%）
31億円

その他

（1.41%）

米
（3.16%）

11億円

347億8,000万円

野菜

（61.64%）
214億4千万円

畜産

（24.87%）
86億5 千万円       

▲平成29年の農業算出額とその主な内訳を表したグラフ。
野菜が市内農業産出額の半分以上を占めているほか、畜産
物、ユリやチューリップを始めとした花き類についても深
谷市の主な農産物となっています。

農
業
と
最
新
技
術
を
融
合

『
ア
グ
リ
テ
ッ
ク
』

　
深
谷
市
で
は
、
農
業
の
担
い
手
不
足

や
耕
作
放
棄
地
の
増
加
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
『
農
業
課
題
』
を
解
決
す
る
た
め
、

今
年
度
か
ら
新
た
に『
ア
グ
リ
テ
ッ
ク
』

の
導
入
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ア
グ
リ
テ
ッ
ク
と
は
、
農
業
を
意

味
す
る
『agriculture

（
ア
グ
リ
カ

ル
チ
ャ
ー
）』
と
技
術
を
意
味
す
る

『technology

（
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
）』

を
組
み
合
わ
せ
た
造
語
で
、
農
業
課
題

を
農
業
と
は
直
接
関
係
の
な
い
『
非
農

業
』
の
分
野
と
結
び
つ
け
な
が
ら
、
課

題
解
決
を
進
め
、
農
作
業
の
負
担
軽
減

に
も
つ
な
げ
て
い
く
も
の
で
す
。
全
国

で
も
技
術
の
導
入
や
実
験
が
始
ま
り
、

低
コ
ス
ト
化
や
作
業
時
間
の
縮
減
と
い

っ
た
効
果
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

ア
グ
リ
テ
ッ
ク
を
取
り
入
れ
た

『
農
業
コ
ン
テ
ス
ト
』
開
催

　
ア
グ
リ
テ
ッ
ク
導
入
の
第
一
歩
と

し
て
、
市
内
の
農
業
課
題
の
解
決
を

目
指
し
た
農
業
コ
ン
テ
ス
ト
『D

デ

ィ

ー

プ

EEP 
V

バ

レ

ー

A
L

L
E

Y A

ア

グ

リ

テ

ッ

ク

gritech A

ア

ワ

ー

ド

w
ard 

2019

』
を
開
催
し
、
８
月
末
日
ま
で

全
国
か
ら
募
集
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
深
谷
市
が
抱
え
る
農
業
課

題
を
解
決
す
る
技
術（
ア
グ
リ
テ
ッ
ク
）

を
表
彰
す
る
取
り
組
み
で
、
実
証
実
験

を
行
う
こ
と
の
で
き
る
農
場
の
提
供
や

出
資
な
ど
を
通
じ
て
深
谷
市
と
多
様
な

担
い
手
が
連
携
し
な
が
ら
全
力
で
受
賞

者
を
支
援
し
、
深
谷
市
さ
ら
に
は
日
本

全
国
の
農
業
課
題
の
解
決
に
向
け
て
展

開
し
て
い
け
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
。

　
今
回
実
施
し
た
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
書

類
審
査
や
プ
レ
ゼ
ン
審
査
を
経
て
、
10

月
末
に
結
果
を
発
表
し
、
そ
の
後
事
業

化
に
向
け
た
検
討
を
始
め
て
い
き
ま
す
。

※D
デ
ィ
ー
プ

EEP V

バ

レ

ー

ALLEY

＝
米
国
に
あ
る
Ｉ
Ｔ
技
術

の
集
積
地
域
『
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
』
を
イ
メ
ー

ジ
し
、『
深
谷
』
と
か
け
て
、
深
い(D

EEP)

谷

(VALLEY)

を
英
訳
し
た
愛
称
。

『
農
業
』
を
軸
と
し
た

新
た
な
企
業
の
誘
致

　『
ア
グ
リ
テ
ッ
ク
』
を
深
谷
に
集
め

る
の
は
、
農
業
課
題
の
解
決
だ
け
を
目

的
と
し
た
の
で
は
な
く
、
成
長
が
期
待

さ
れ
る
産
業
や
新
し
い
産
業
を
生
み
出

す
革
新
的
な
技
術
、
地
域
の
産
業
特
性

な
ど
を
踏
ま
え
た
新
た
な
企
業
を
市
内

に
呼
び
込
ん
で
い
く
こ
と
も
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
、
企
業
誘
致
の
取
り
組

み
と
最
も
異
な
る
の
は
、
深
谷
市
の
強

み
で
あ
る
農
業
に
焦
点
を
絞
っ
て
、
取

り
組
み
を
進
め
る
こ
と
で
す
。
そ
の
上

で
、
ア
グ
リ
テ
ッ
ク
と
い
う
新
た
な
分

野
を
市
内
に
取
り
入
れ
、
農
業
の
稼
ぐ

力
と
魅
力
を
さ
ら
に
高
め
、
農
業
と
農

業
以
外
の
分
野
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
広
が

る
取
り
組
み
と
し
て
い
き
ま
す
。

『
や
っ
ぱ
り
深
谷
産
だ
ね
』

フ
ァ
ン
を
生
み
出
し
続
け
る

深
谷
の
農
業

　
平
成
29
年
の
深
谷
市
全
体
の
農
業
算

出
額
は
３
４
７
億
８
千
万
円
。
全
国
で

も
上
位
の
こ
の
産
出
額
は
『
深
谷
産
』

を
求
め
て
農
産
物
を
購
入
す
る
数
多
く

の
フ
ァ
ン
が
い
る
こ
と
の
証
明
で
も
あ

り
、
道
の
駅
や
農
産
物
直
売
所
に
も
、

新
鮮
な
深
谷
の
農
産
物
を
求
め
て
、
毎

日
た
く
さ
ん
の
来
客
が
あ
り
ま
す
。

　
今
後
、
さ
ら
に
深
谷
の
農
作
物
の
フ

ァ
ン
を
増
や
す
た
め
、
ア
グ
リ
テ
ッ
ク

の
取
り
組
み
と
並
行
し
て
『
野
菜
』
を

メ
イ
ン
に
、
市
全
体
を
野
菜
の
テ
ー
マ

パ
ー
ク
の
よ
う
に
見
立
て
、
農
業
の
さ

ま
ざ
ま
な
楽
し
み
方
が
で
き
る
よ
う
な

ま
ち
づ
く
り
も
進
め
て
い
き
ま
す
。
農

業
と
い
う
貴
重
な
地
域
資
源
を
持
つ
深

谷
だ
か
ら
こ
そ
出
せ
る
魅
力
、
他
の
地

域
に
は
で
き
な
い
〝
コ
ト
〟
を
発
信
し

て
い
き
ま
す
。

農
業
現
場
に
新
技
術
を
！

『
農
業
コ
ン
テ
ス
ト
』
を

深
谷
市
が
開
催

『
ア
グ
リ
テ
ッ
ク
』
を

『
深
谷
』
に
集
積
！

新
た
な
企
業
を
市
内
に
誘
致

DEEP VALLEY
Agritech Award 2019
最終審査・審査発表

とき　10月31日㈭午前11時～
ところ　埼玉グランドホテル深谷

農業関係者や企業はもちろん、どなたでも入場可能
です。

問い合わせ
産業ブランド推進室（う577 ‐ 3819）

　担い手不足や耕作放棄地などの問
題もある反面、直売所があり消費者
の反応を感じ取れるため新たな作物
や技術にチャレンジする雰囲気も出
ています。新たな取り組みとなる『ア
グリテック』ですが、遊休農地など
を活用しながら試し、少しずつでも
現場に導入できるといいですね。

花園農業協同組合
松
ま つ

本
も と

 博
ひ ろ

道
み ち

 代表理事組合長

遊休農地をチャレンジの場に

▲市内農業・商工団体や高等教育機関、企業とともに記者
発表を行いました。今後、密接に連携しながらアグリテッ
クという新しい取り組みに臨んでいきます。

6月27日に都内で、深谷市のアグリテックに関す
る基本的な姿勢や取り組みに関して『アグリテッ
ク集積都市宣言 DEEP VALLEY』
を宣言しました。詳しい取り組み
内容は、市ホームページをご覧く
ださい。

農業に関する技術を市内へ！
『アグリテック集積都市宣言
DEEP VALLEY』を宣言

地元でも野菜は買えます
が、こちらに来た時には
直売所を見に来ています。
県内に住む姪は旬になる
と『深谷ねぎ』を買いに
くることもありますよ。

キュウリ・ナス・
オクラを買いました

観光帰りに直売所に
寄りました

観光帰りに買い物にきま
した。今日買ったのは、
ナス・トマトなどの夏野
菜ですね。こちらの方に
遊びに来た時には、よく
寄っていますよ。

Interview　昨年来場者80万人超　花園農産物直売所の来客者に聞きました
坂戸市からお越しの加藤さん吉見町からお越しの田中さん

今、変化する深谷の 農
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